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１ 事業の目的・全体像

区区市町村が行うがん検診の実態（実施状況/技術・体制指標/プロセス指標）を把握し、
精度管理の評価を行うことにより、より精度の高いがん検診の実施に寄与することを目的とする

検診の実施委託

検診結果の報告

① 調査回答
実施状況

技術・体制指標

プロセス指標

② 報告

③ 評価

④ 個別のフィードバック・結果の公表

がん部会通知 区市町村訪問



２ 今年度事業の変更点

p.３市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査の調査内容変更変更点１

p.７市区町村用チェックリスト実施状況の評価基準の改定
(※今年度第２回がん部会で検討)

変更点２

p.８がん部会通知（精検受診率）における評価基準の改定
(※資料４で検討)

変更点３

p.10~13区市町村別精度管理評価事業結果シートの書式変更
(実施状況/プロセス指標/技術・体制指標)

変更点４

p.14とうきょう健康ステーションのダッシュボード化変更点５



３ 調査概要

プロセス指標技術・体制指標実施状況

検診の質を確保するための
「プロセス指標」の把握

検診の質を確保するための
「技術・体制指標」の把握

指針に基づく検診及び
指針外検診の実施状況の把握調査目的

プロセス指標調査市区町村におけるがん検診
チェックリストの使用に関する実態調査がん検診の実施状況調査調査名称

東京都
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科へ実施委託）

国立がん研究センター
（都内自治体の取りまとめは東京都が実施）

東京都
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科へ実施委託）

調査主体

９月下旬～10月中旬
10月下旬 ～ 11月中旬先行調査

９月下旬～10月中旬実施時期
（予定） １月上旬 ～ １月中旬再調査

◆ 令和６年度実施分
• 検診受診率

◆令和５年度実施分
• 検診受診率
• 要精検率
• 精検受診率、精検未受診率、精検未把握率
• がん発見率、陽性反応適中度

◆ 令和７年度実施分
• がん検診実施体制整備に関する調査

◆ 令和５年度実施分
• プロセス指標把握に関する調査

※令和６年３月に改正された市区町村用
チェックリストに基づく調査

◆ 令和７年度実施分
• 指針に基づくがん種（胃・肺・大腸・子宮

頸・乳）について正しい検診方法・対象年
齢・検診間隔にて検診を実施しているか

• 指針外のがん種を実施しているか
対象年度
・調査内容

変更点
１



４ 調査票・回答方法

プロセス指標調査市区町村におけるがん検診
チェックリストの使用に関する実態調査がん検診の実施状況調査

• 前々年度及び前年度のがん検診結果を収集し、プ
ロセス指標を算出する様式に回答

• 国が実施している「地域保健・健康増進事業告」
から内容を転記可能

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種のみ

• 国立がん研究センターの調査システムに回答

• 市区町村用チェックリストに沿った設問に「は
い」「いいえ」で回答

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種(胃・子宮
頸は検査方法別)のみ

• 実施の有無・検診方法・検診方式対象年齢・受診
間隔・受診機会の有無を回答する様式に回答

• 調査対象は、指針に基づく５つのがん種と
指針外のがん種

詳細は資料３－５を参照詳細は資料３－４を参照



• 調査結果にもとづき、精度管理向上に向けた意見及び評価を
各区市町村へ個別に通知

• 指標に沿って３種類の通知を発出

① 指針外検診の実施状況

② 市区町村用チェックリストの実施状況

③ 精密検査受診率

• 年度当初に開催する区市町村がん検診事業担当者連絡会にお
いて、事業の概要・意義を説明の上で順次発出

５ 評価・個別のフィードバック

●●

東京都がん検診精度管理評価事業における
生活習慣病検診管理指導協議会がん部会の意見及び評価について

（通称：がん部会通知）

がん部会通知



指針外検診の実施状況

指針の遵守状況を評価し、指針外検診を実施している自治体に対しては改善意見の通知

※ 表中の記載は令和６年度精度管理評価事業によるもの



市区町村用チェックリストの実施状況

がん部会で定めた評価基準に基づき、A～E及びZ(未回答)の６段階評価を実施し、C評価以下の区市町村に改善を通知

• 基準年の調査結果に基づき、がん種ごとの実施項目数の中央値をC評価の下限値に設定

• 中央値の項目数を基準として、実施項目数をBからDまで均等に振り分け

• 集団検診及び個別検診の中央値を比較し、高値である方が基準

• 令和７年度は設問内容・設問数が変更となるため、調査結果に基づく評価基準の改定を実施予定（※令和７年度第２回がん部会
で検討）

評価基準設定のポイント

変更点２



精検受診率

がん部会で定めた評価基準に基づき、精検受診率を５類型に分類し、改善に向けた取組について通知

• 実施しているすべての検診のうち、精検受診率の許容値(70%以上)達成状況により、５つのタイプに分類

• 「精検未把握」及び「精検未受診」のいずれに優先的に取り組むべきかを明示

• 令和６年度より基準値によるプロセス指標の評価を行うため、上記評価基準の改定を実施（※資料４にて説明）

評価基準設定のポイント

変更点３

※ 表は令和５年度までの評価基準類型

定 義タイプ名類型
精検受診率が許容値未満の検診の中で、
未把握率 ≧ 未受診率である検診が半数以上の自治体精検未把握率高値タイプⅠ

精検受診率が許容値未満の検診の中で、
未把握率 <  未受診率である検診が過半数の自治体精検未受診率高値タイプⅡ

精検受診率が許容値未満の全てのがん検診で
精検未受診率０％＝精検未受診者数未把握の自治体精検未受診者数未把握タイプⅢ

実施した全てのがん検診で要精検者数未把握の自治体要精検者数未把握タイプⅣ

実施した全てのがん検診で
精検受診率が許容値達成している自治体精検受診率許容値達成タイプⅤ

実施した全てのがん検診で
要精検者数が0人であった自治体要精検者0人ー



区市町村訪問

令和７年度の事業予定 ※後期については予定

訪問自治体数テーマ時 期

４自治体
（訪問済）

・プロセス指標の成績が良く、他自治体の参考となる自治体
・検診機関の精度管理に積極的に取り組んでいる自治体

前 期
（６月）

４自治体
程度

・プロセス指標等に課題がある自治体
・受診率向上に向けた取組について、他自治体の参考となる自治体

後 期
（10月～11月）

• 都が直接区市町村を訪問し、がん検診事業の現状確認や各自治体が抱える
課題等について意見交換を実施

• 主な訪問対象
① 指針外検診を行っている自治体
② チェックリスト評価にDまたはEがある自治体
③ プロセス指標に課題がある自治体
④ 他自治体の参考となる取組を実施している自治体

• 訪問により聞き取った、課題に対する取組・他自治体の参考になる取組事
例については、区市町村がん検診事業担当者連絡会等の場において共有



６ 結果の公表

区市町村別精度管理評価事業結果シート（がん検診実施状況） 変更点４

検診実施状況を新設
(指針の遵守状況を問わない)

受診率の記載をプロセス指標の欄から移動
(男女別の受診率が新規情報として追加)



区市町村別精度管理評価事業結果シート（プロセス指標） 変更点４

表題を修正
(「あるべき値(基準値)」

⇒ 基準値)

注釈を追加
（赤字は基準値未達成）

都全体値を新設 表題を修正
（「計」⇒「全体」）

受診率掲載箇所変更にともない
評価コメントを削除



区市町村別精度管理評価事業結果シート（技術・体制指標） 変更点４

新項目を設置
(「精度管理評価の自己点検」)

※詳細は次頁



技術・体制指標の結果公表におけるレーダーチャートの項目分類について変更点４

市区町村用チェックリスト調査（令和６年３月版）の設問追加にともない、項目の分類方法を改定（※分類の詳細は別紙3-6を参照）

設問数項 目

14問一次検診の精度管理

10問精検受診把握・受診勧奨

12問精検結果把握

20問精検結果分析

7問検診機関の質の担保

設問数項 目

14問一次検診の精度管理

10問精検受診把握・受診勧奨

12問精検結果把握

20問精検結果分析

11問検診機関の質の担保

5問精度管理評価の自己点検

○○区



とうきょう健康ステーション 変更点５

都庁全体の「見える化」の流れに沿って、
がん検診分野においてもダッシュボードを活用した情報公開に改修予定 (※令和８年３月公開予定)

実施状況
• 指針に基づく検診の遵守状況
• 指針外の対象等(検査方法、対象年齢等)
• 指針外のがん種の検診実施状況

技術・体制指標
• 区市町村の回答結果
• 地域別の状況(全項目/項目別/設問別)

プロセス指標
• 東京都の状況(受診率の推移/プロセス指

標の推移)
• 区市町村の状況(棒グラフ) ※ 図は「未来の東京」戦略 政策ダッシュボードより引用

改修のイメージ



７ 事業スケジュール

翌４月~３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

実施状況調査
プロセス指標調査 （委託先が実施）

市区町村チェックリスト実施状況調査

公表のスケジュール

調査票案の検討

調査票の配布
問合せ対応

回答の集約及び集計
聞き取り調査

調査結果の納品
報告・評価資料の作成

がん部会通知発出
先行調査及び再調査
※国立がん研究センターのスケジュールに従い実施

がん部会①
調査票案の確定

がん部会②
調査結果の報告
評価内容の検討

HP公開


